
（別紙）

ウエイト 構成比 ウエイト 構成比 ウエイト 構成比 ウエイト 構成比
月平均
支出額
（円）

構成比

食料 2,586 25.9% 2,525 25.3% 2,415 39.0% 2,498 39.1% 51,912 30.0%

住居 2,039 20.4% 2,122 21.2% 10 0.2% 10 0.2% 30,766 17.8%

光熱・水道 676 6.8% 704 7.0% 704 11.4% 704 11.0% 17,718 10.2%

家具・家事用品 344 3.4% 345 3.5% 329 5.3% 345 5.4% 8,511 4.9%

被服及び履物 464 4.6% 405 4.1% 380 6.1% 397 6.2% 8,333 4.8%

保健医療 448 4.5% 428 4.3% 187 3.0% 197 3.1% 3,602 2.1%

交通・通信 1,392 13.9% 1,421 14.2% 538 8.7% 543 8.5% 16,700 9.6%

教育 364 3.6% 334 3.3% 102 1.6% 102 1.6% 5,838 3.4%

教養娯楽 1,100 11.0% 1,145 11.5% 1,024 16.5% 1,091 17.1% 11,030 6.4%

118 1.2% 171 1.7% 166 2.7% 171 2.7% 1,110 0.6%

テレビ 38 0.4% 97 1.0% 97 1.6% 97 1.5% - -
ノートパソ
コン

21 0.2% 20 0.2% 20 0.3% 20 0.3% - -

ＰＣ・ＡＶ機
器（パソコ
ン、テレ
ビ、ビデオ
デッキ等）

- - - - - - - - 737 0.4%

586 5.9% 569 5.7% 500 8.1% 506 7.9% 18,856 10.9%

10,000 100.0% 10,000 100.0% 6,189 100.0% 6,393 100.0% 173,266 100.0%

ウエイト対照表

教養娯楽用耐
久財

平成１７年基準
（Ａ）

総務省ＣＰＩ

合計

支出項目

生活扶助相当ＣＰＩ

平成２２年基準
（Ｂ）

平成２０年
（Ｃ）

平成２３年
（Ｄ）

乙３０

社会保障
生計調査

平成２２年
（Ｅ）

諸雑費／その他の
消費支出

（注）構成比は、％表示で小数第２位以下四捨五入。
（注）端数処理のため、各欄の合計と合計欄の値は必ずしも一致しない。
（注）平成２０年の生活扶助相当ＣＰＩ（Ｃ欄）の算定に際しては、平成２２年基準の指数品目のう
ち、平成２０年当時の総務省ＣＰＩ（平成１７年基準）において指数品目となっていなかった品目を
除外しているため、平成２３年の生活扶助相当ＣＰＩ（Ｄ欄）と比較してウエイト合計が少ない。
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